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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組の放送予定日情報と、この放送予定日における前記番組の放送開始時刻及び終了時
刻情報と、前記番組を識別する番組識別情報とを少なくとも含む電子番組表情報を取得す
る電子番組表取得手段と、
　予約対象番組の１日分の放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報とが設定され
ている第１の予約情報に、前記予約対象番組の前記番組識別情報を付加したマスタ予約情
報を、外部操作に応じて生成するマスタ予約情報生成手段と、
　前記マスタ予約情報の前記番組識別情報を用いて、前記電子番組表情報から、この電子
番組表情報が保有する日数分の前記予約対象番組の放送予定日情報と放送開始時刻及び終
了時刻情報とを取得し、この取得した放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報と
を第２の予約情報として繰り返し設定する予約情報設定手段と、
　設定された前記第２の予約情報に基づいて、前記予約対象番組の放送開始時刻及び終了
時刻情報を一覧表示するための番組予約リストを生成し表示する予約リスト生成表示手段
と、
　を備えることを特徴とする番組予約装置。
【請求項２】
　前記予約対象番組の放送時刻に変動があるときは、前記電子番組表情報に基づいて、前
記第２の予約情報を変更する変更手段を更に備えることを特徴とする請求項１記載の番組
予約装置。
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【請求項３】
　番組の放送予定日情報と、この放送予定日における前記番組の放送開始時刻及び終了時
刻情報と、前記番組を識別する番組識別情報とを少なくとも含む電子番組表情報を取得す
るステップと、
　予約対象番組の１日分の放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報とが設定され
ている第１の予約情報に、前記予約対象番組の前記番組識別情報を付加したマスタ予約情
報を、外部操作に応じて生成するステップと、
　前記マスタ予約情報の前記番組識別情報を用いて、前記電子番組表情報から、この電子
番組表情報が保有する日数分の前記予約対象番組の放送予定日情報と放送開始時刻及び終
了時刻情報とを取得し、この取得した放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報と
を第２の予約情報として繰り返し設定するステップと、
　設定された前記第２の予約情報に基づいて、前記予約対象番組の放送開始時刻及び終了
時刻情報を一覧表示するための番組予約リストを生成し表示するステップと、
　を含むことを特徴とする番組予約方法。
【請求項４】
　前記予約対象番組の放送時刻に変動があるときは、前記電子番組表情報に基づいて、前
記第２の予約情報を変更するステップを更に備えることを特徴とする請求項３記載の番組
予約方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送番組を予約して録画する番組予約装置及び番組予約方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送の番組を予約録画できる機能を備えた番組予約装置には、毎週あるい
は毎日指定の時刻に放送される繰り返し性を有する放送番組を、毎週予約や毎日予約など
、繰り返し予約として一度の予約設定で毎度予約録画できるものがある。
【０００３】
　しかしながら、繰り返し性を有する放送番組において、放送時刻が日によって変動する
ものがある。このような場合、予約した放送番組の放送開始時刻または放送終了時刻が変
更になっていても当初の予約時間帯で録画が実行され、日によっては所望の放送番組を放
送開始時刻から放送終了時刻まで正確に録画できないことがあった。
【０００４】
　そこで、ＥＰＧ（電子番組表）を利用して、放送時刻の変動に追従して毎回の予約時間
帯を変更し、次回分の放送時刻に合わせて所望の放送番組を録画する技術が特許文献１に
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－４６９２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、例えば放送時刻が日によって変動する番組に毎日予約を設定している場合にお
いて、数日後の、放送時刻が変動している日に別の単発の予約を入れると、実放送の放送
時間帯は重複しなくても、毎日予約と単発の予約とで予約時間帯が重複することがある。
【０００７】
　このような場合、予約の重複判断において、実放送の放送時間帯は重複しないのに、予
約が重複する判断となるという問題があった。このとき、警告画面が表示され、使用者に
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何らかの選択を強いることになる。また、予約一覧をカレンダーまたは番組表で表した場
合に、複数の番組で予約時間帯が重なり、整合性が無い表示となっていた。
【０００８】
　本発明は上記に鑑みてなされたもので、実放送にあった正確な番組予約を行い、実放送
と整合性のとれた予約一覧の表示を行う番組予約装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明は、下記の装置、方法を提供するものである。
（１）番組の放送予定日情報と、この放送予定日における前記番組の放送開始時刻及び終
了時刻情報と、前記番組を識別する番組識別情報とを少なくとも含む電子番組表情報を取
得する電子番組表取得手段と、
　予約対象番組の１日分の放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報とが設定され
ている第１の予約情報に、前記予約対象番組の前記番組識別情報を付加したマスタ予約情
報を、外部操作に応じて生成するマスタ予約情報生成手段と、
　前記マスタ予約情報の前記番組識別情報を用いて、前記電子番組表情報から、この電子
番組表情報が保有する日数分の前記予約対象番組の放送予定日情報と放送開始時刻及び終
了時刻情報とを取得し、この取得した放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報と
を第２の予約情報として繰り返し設定する予約情報設定手段と、
　設定された前記第２の予約情報に基づいて、前記予約対象番組の放送開始時刻及び終了
時刻情報を一覧表示するための番組予約リストを生成し表示する予約リスト生成表示手段
と、
　を備えることを特徴とする番組予約装置。
（２）前記予約対象番組の放送時刻に変動があるときは、前記電子番組表情報に基づいて
、前記第２の予約情報を変更する変更手段を更に備えることを特徴とする上記（１）記載
の番組予約装置。
（３）番組の放送予定日情報と、この放送予定日における前記番組の放送開始時刻及び終
了時刻情報と、前記番組を識別する番組識別情報とを少なくとも含む電子番組表情報を取
得するステップと、
　予約対象番組の１日分の放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報とが設定され
ている第１の予約情報に、前記予約対象番組の前記番組識別情報を付加したマスタ予約情
報を、外部操作に応じて生成するステップと、
　前記マスタ予約情報の前記番組識別情報を用いて、前記電子番組表情報から、この電子
番組表情報が保有する日数分の前記予約対象番組の放送予定日情報と放送開始時刻及び終
了時刻情報とを取得し、この取得した放送予定日情報と放送開始時刻及び終了時刻情報と
を第２の予約情報として繰り返し設定するステップと、
　設定された前記第２の予約情報に基づいて、前記予約対象番組の放送開始時刻及び終了
時刻情報を一覧表示するための番組予約リストを生成し表示するステップと、
　を含むことを特徴とする番組予約方法。
（４）前記予約対象番組の放送時刻に変動があるときは、前記電子番組表情報に基づいて
、前記第２の予約情報を変更するステップを更に備えることを特徴とする上記（３）記載
の番組予約方法。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、日毎又は週毎に繰り返し放送される帯番組で、その放送時間帯が日毎
又は週毎に異なり、その異なるパターンに週毎、月毎などの周期性がある帯番組の予約録
画を行う場合に、その周期内でのそれぞれの放送日での放送開始／終了時刻を個別に設定
できるので、実放送にあった正確な番組予約を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施の形態の番組予約装置の構成を示すブロック図である。
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【図２】日によって放送時刻が変動する番組の例を示す図である。
【図３】従来の番組予約装置における録画予約情報を示す図である。
【図４】従来の予約リストを示す図である。
【図５】第１の実施の形態における録画予約情報を示す図である。
【図６】第１の実施の形態における予約リストを示す図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態の番組予約装置の構成を示すブロック図である。
【図８】マスタ予約情報を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の番組予約装置を実施するための最良の形態について、図面を参照して説
明する。
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１の実施の形態の番組予約装置の構成を示すブロック図である。
【００１３】
　図１に示すように、第１の実施の形態の番組予約装置は、所望のチャンネルの放送信号
を受信して受信信号を得るチューナ１と、受信信号をＭＰＥＧ等の符号化方式で符号化す
るエンコーダ２と、ＨＤＤやＤＶＤ－ＲＷなどのデジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）３と
、ＭＰＥＧ等の符号化方式で符号化された符号化データを復号化するデコーダ４と、録画
予約情報を生成する録画予約情報設定部５と、録画予約情報設定部５で生成された録画予
約情報の変更を行う変更部６と、録画予約情報に基づいて予約リストを生成する予約リス
ト生成部７と、オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）８と、中央処理装置（ＣＰＵ）９
とから構成されており、テレビモニタ１０に接続されている。
【００１４】
　そして、ＣＰＵ９は、番組予約装置の各部を統括的に制御する。なお、ＤＶＲ３では、
チューナ１で受信した符号化されたビデオ信号が記録されると共に、録画予約情報設定部
５で生成された録画予約情報が記録されるものとする。
【００１５】
　次に、以上のように構成された番組予約装置の動作について説明する。はじめにＤＶＲ
３の状態を説明する。ＣＰＵ９の制御の下に記録時は選局された所望チャンネルの放送波
信号がチューナ１により選択受信され、ベースバンド帯の受信信号に変換されてエンコー
ダ２に供給され、ここでＭＰＥＧ等の動画像符号化方式で所望チャンネルの放送番組のデ
ジタルビデオ信号にエンコードされた後ＤＶＲ３に書き込まれる。
【００１６】
　再生時には、ＣＰＵ９の制御の下にＤＶＲ３より読み出されたデジタルビデオ信号は、
デコーダ４により所望チャンネルの放送番組のビデオ信号に戻されて、ＯＳＤ８で動作状
態などを付加させた後、テレビモニタ１０に出力され視聴される。使用者はリモコン操作
により任意の放送番組を選択し、録画予約の設定、また解除を画面上で行う。
【００１７】
　以上のことを前提として、次に録画予約について説明する。第１の実施の形態の番組予
約装置における録画予約は、既存の番組予約装置と同様に、日時の管理のもとに録画の開
始停止を実行する。
【００１８】
　しかし、繰り返し性を有する放送番組において、放送時刻が日によって変動するものが
ある。図２は日によって放送時刻が変動する番組の例を示す図である。図２において、毎
日放送される番組Ａは、月、木、金、土曜日は２１：００～２３：００に放送されるが、
火、水、日曜日は２２：００～２４：００に放送される。
【００１９】
　図３は従来の番組予約装置における録画予約情報を示す図である。従来の録画予約情報
は、予約開始終了日時と、録画予約する番組のチャンネルと、長時間モード（ＬＰ）等の
録画モードと、毎日予約、毎週予約等の繰り返しタイプを選択する項目を有する。
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【００２０】
　従来の録画予約情報は、図３に示すように、１つの録画予約情報に１組の開始終了時刻
しか保有していなかった。そのため、図２に示す放送予定の番組Ａに対して、図３に示す
ように、２１：００～２３：００に毎日予約を設定した場合、火、水、日曜日は番組Ａの
放送時刻と予約の開始終了時刻が一致しない。
【００２１】
　このような場合に、例えば水曜日の２０：００～２２：００に放送される番組Ｃに対し
て単発の予約を入れると、水曜日の番組Ａの放送時刻は２２：００～２４：００であるの
で、番組Ａと番組Ｃの実放送の放送時間帯は重複しないが、番組Ａの毎日予約と番組Ｃの
単発の予約とで予約時間帯が重複する。このとき、予約の重複判断において予約が重複す
る判断となり、警告画面が表示されるなどして使用者に何らかの選択を強いていた。
【００２２】
　また、予約リストを表示した場合に、番組Ａと番組Ｃとで予約時間帯が重なり、整合性
が無い表示となっていた。図４は従来の予約リストを示す図である。図４に示すように、
番組Ａと番組Ｃとで予約時間帯が２１：００～２２：００の時間帯で重なる表示となって
いる。
【００２３】
　そこで、本発明の第１の実施の形態では、複数の日について予約時間帯を記述した録画
予約情報を生成する。図５は第１の実施の形態における録画予約情報を示す図である。図
５に示すように第１の実施の形態における録画予約情報は、予約開始終了日時として、曜
日ごとの予約時間帯を記述する。その他の項目は図２に示す従来の録画予約情報と同様で
ある。
【００２４】
　録画予約情報設定部５は、ＣＰＵ９の制御の下に、使用者のリモコン操作に応じて、毎
日放送される番組Ａについて、図５に示すような録画予約情報を生成する。複数の帯番組
を予約設定するときは、録画予約情報はそれに応じて複数生成される。なお、繰り返し予
約ではなく単発で予約するときは、図３に示すような従来と同様の録画予約情報を生成す
る。また、変更部６は、使用者のリモコン操作に応じて録画予約情報の予約開始終了日時
を変更することができる。そして、生成された録画予約情報はＤＶＲ３に保存される。
【００２５】
　ここで、水曜日の２０：００～２２：００に放送される番組Ｃに対して単発の予約が設
定されると、ＣＰＵ９は、ＤＶＲ３に保存された録画予約情報を参照して、番組Ｃの予約
時間帯と番組Ａの予約時間帯が重複しているかどうかを判断する。図５に示す録画予約情
報では、番組Ａの水曜日の予約時間帯は実放送と同じ２２：００～２４：００であるため
、予約時間帯は重複しないという、実放送と整合性のとれた判断がなされる。
【００２６】
　そして記録時は、ＣＰＵ９は、ＤＶＲ３に保存された録画予約情報に基づいて、エンコ
ーダ２でエンコードされた所望チャンネルの放送番組のデジタルビデオ信号をＤＶＲ３に
書き込ませる。
【００２７】
　また、予約リスト生成部７は、ＤＶＲ３に保存された録画予約情報に基づいて予約リス
トを生成する。録画予約情報設定部５で複数の録画予約情報が生成された場合は、録画予
約情報を複数まとめた予約リストを生成する。生成された予約リストは、使用者のリモコ
ン操作に応じて、ＯＳＤ８で放送番組のビデオ信号に重畳されてテレビモニタ１０に表示
される。
【００２８】
　図６は第１の実施の形態における予約リストを示す図である。図６に示すように第１の
実施の形態における予約リストは、毎日予約が設定されている番組Ａについて、図５に示
す録画予約情報に記述されている曜日ごとの予約時間帯が表示されるようになっている。
【００２９】
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　このため、水曜日における番組Ｃの予約時間帯（２０：００～２２：００）と番組Ａの
予約時間帯（２２：００～２４：００）とは重複せず、整合性のとれた表示となる。
　このように第１の実施の形態の番組予約装置によれば、放送時刻が日によって変動する
番組Ａの予約録画を行う場合に、それぞれの放送日での放送開始／終了時刻を個別に設定
できるので、実放送にあった正確な番組予約を行うことができる。
【００３０】
　また、予約時間帯を複数の日について記述した録画予約情報に基づいて予約リストを生
成して表示するので、番組Ａと番組Ｃの予約時間帯が重複せず、整合性のとれた予約リス
トを表示することができる。
（第２の実施の形態）
　図７は本発明の第２の実施の形態の番組予約装置の構成を示すブロック図である。図７
に示す番組予約装置は、図１に示す第１の実施の形態の番組予約装置に対し、放送波の垂
直帰線消去期間（ＶＢＩ）に挿入されたＥＰＧの取得および解析を行うＥＰＧ処理部１１
と、マスタ予約情報を生成するマスタ予約情報生成部１２とが追加された構成である。図
７に示す第２の実施の形態の構成要素において、図１と同一の構成要素については、同一
番号をつけることによりその説明は省略する。
【００３１】
　図７に示す番組予約装置では、ＣＰＵ９の制御の下に、ＥＰＧ処理部１１は、チューナ
１から受信放送波の垂直帰線消去期間（ＶＢＩ）に挿入されているＥＰＧデータを取得す
る。
【００３２】
　マスタ予約情報生成部１２は、使用者のリモコン操作に応じて、マスタ予約情報を生成
する。図８はマスタ予約情報を示す図である。図８に示すようにマスタ予約情報は、図３
に示す録画予約情報に対して、放送番組を識別するための番組タイトルの項目を追加した
ものである。ここで、番組タイトルは番組ＩＤでもよい。
【００３３】
　そして、録画予約情報設定部５は、マスタ予約情報及びＥＰＧデータに基づいて、録画
予約情報を生成する。録画予約情報設定部５は、マスタ予約情報に含まれる番組タイトル
を参照して、ＥＰＧデータが保有する日数分についての番組Ａの放送時刻をＥＰＧデータ
から取得して、図５に示したものと同様の録画予約情報を生成する。
【００３４】
　変更部６は、使用者のリモコン操作に応じて録画予約情報の予約開始終了日時を変更し
、また、録画予約した番組の放送時刻の変動があるときは、ＥＰＧデータに基づいて、録
画予約情報の予約開始終了日時を変更する。
【００３５】
　ここで、図５に示す録画予約情報は１週間分の予約開始終了日時を保有するが、ＥＰＧ
データが２週間分ある場合には、１つの予約に対して２週間分の予約開始終了日時を記述
する。
【００３６】
　このように第２の実施の形態の番組予約装置によれば、ＥＰＧデータに基づいて録画予
約情報を生成し、ＥＰＧデータが保有する日数分の予約開始終了日時を記述するので、よ
り現実の放送時刻にあった録画予約情報として管理することができる。
【００３７】
　なお、第２の実施の形態ではＥＰＧデータをアナログビデオ信号のＶＢＩから取得して
いるが、ＥＰＧデータの取得方法はこれに限定されるものではなく、デジタル放送波の付
加情報から取得しても良いし、インターネットや、外部記憶素子などを介して取得しても
良い。
【符号の説明】
【００３８】
　１　チューナ
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　２　エンコーダ
　３　デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）
　４　デコーダ
　５　録画予約情報設定部
　６　変更部
　７　予約リスト生成部
　８　オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）
　９　ＣＰＵ
　１０　テレビモニタ
　１１　ＥＰＧ処理部
　１２　マスタ予約情報生成部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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